
　配偶者等からの暴力（ＤＶ）は、個人の尊厳を踏

みにじる行為であるとともに、犯罪となる行為をも

含む重大な人権侵害です。また、外部からはその発

見が困難であるため、被害が潜在化し、拡大する傾

向があり、深刻な問題となっています。

　このような状況を改善するため、国においては平

成 13 年 4 月に「配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護に関する法律」（ＤＶ防止法）を制定し、平成

19 年には第 2次改正が行われ、住民に最も身近な市町村の役割も重要となり

ました。

　下野市においても、下野市男女共同参画プランに掲げた施策「男女間のあ

らゆる暴力の根絶」に基づき、母子自立支援員兼婦人相談員による相談業務

等により被害者支援に取り組んできました。

　この計画では、「ＤＶ防止の意識づくり」をはじめとして、3つの基本目標

を掲げ、予防のための啓発を行うとともに、相談体制を充実させ被害者支援

の流れを強化し、さらにはＤＶ防止のための推進体制を整備して、被害の防

止に取り組むこととしています。

　この計画が、すべての人が安心して安全に暮らすことができるＤＶのない

社会の実現に寄与することを期待するとともに、市民の皆様のなお一層のご

理解とご協力をお願い申し上げます。

　平成 25 年 3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下野市長　広瀬　寿雄
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発
見
・
相
談
・
通
報

保

護

命

令

自 立 支 援一 時 保 護

市 民

学 校

保育園・幼稚園

医 療 機 関

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

等

地方裁判所

保護命令

発 令

加 害 者

一時保護施設

■とちぎ男女共同参画センター

（一時保護の決定・一時保護の実施）

■民間シェ ルター

通報・ 相談

保

護

命

令

の

申

立

て

■警察（安全対策）

関係機関

■県、市町

■警察

■児童相談所

■福祉事務所

■学校

■保育園・幼稚園

■医療機関

■民生委員・児童委員

■人権擁護委員

■弁護士 等

い
し
ほ
て
し
離
き
引
を
者
害
加

加害者から逃れたい

下野市における自立支援

1. 被害者の生活再建に向けた支援
～日常生活・ 就労・ 住居・

各種手続等の情報提供～

・ 生活保護への対応

・ 児童扶養手当の認定

・ 母子家庭等就業・ 自立支援センタ

ーとの連携による支援

・ ハローワークとの連携による支援

・ 母子生活支援施設やステッ プハウ

ス（※）への入所

・ 自立支援のための各種情報提供

（住居・各種手続）

・ 心のケア

2. 被害者の子どもへの対応
保育園・ 幼稚園への入園、

学校への対応 等

い
た
し
談
相

被 害 者
発見

■市の相談窓口(福祉事務所等）

■警察署

■保健所

■児童相談所

■民間団体 等

自立支援までの下野市の支援内容

□相談・助言

□緊急時における被害者の安全確保支援

□一時保護施設への同行、助言

□保護命令申立等の法的手続における助言、支援

□自立支援・保護命令利用・シェルター等についての情報提供、

助言、関係機関との連絡調整、その他の援助

連携

Ｄ Ｖ 被害者支援の流れ

※ステップハウス

一時保護後に自立できるまでの中間的施設

- 15 - 



14

参　

考　

資　

料

15

- 15 - 



Shimotsuke City

下野市配偶者からの暴力対策基本計画

16 17

- 16 - - 17 - 



16

参　

考　

資　

料

17

- 16 - - 17 - 



Shimotsuke City

下野市配偶者からの暴力対策基本計画

18 19

- 18 - - 19 - 



18

参　

考　

資　

料

19

- 18 - - 19 - 



Shimotsuke City

下野市配偶者からの暴力対策基本計画

20 21

- 20 - - 21 - 



20

参　

考　

資　

料

21

- 20 - - 21 - 



Shimotsuke City

下野市配偶者からの暴力対策基本計画

22 23

- 22 - - 23 - 



22

参　

考　

資　

料

23

- 22 - - 23 - 



Shimotsuke City

下野市配偶者からの暴力対策基本計画

24 25

- 24 - - 25 - 



24

参　

考　

資　

料

25

- 24 - - 25 - 



Shimotsuke City

下野市配偶者からの暴力対策基本計画

26 27

- 26 - - 27 - 



26

参　

考　

資　

料

27

- 26 - - 27 - 



Shimotsuke City

下野市配偶者からの暴力対策基本計画

28

- 28 - 

DV 相談窓口


